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P－4　過剰歯の含歯性嚢胞により上顎両側中切歯の歯

　　　列不正をきたした1例

　　　　（朝日大・歯・小児歯）

小倉　英稔・杉本　勘太・松原有為子

近藤　亜子・長谷川信乃・飯沼　光生

田村　康夫

【目的】永久歯の萌出位置異常は乳歯の根尖性歯周炎や

外傷，顎骨嚢胞，歯牙腫などの顎骨腫瘍など様々な原因

で発症する。

　今回，我々は過剰歯の含歯性嚢胞により，上顎両側中

切歯の萌出異常をきたした症例を経験したので報告す

る。本症例の発表については保護者の同意を得ている。

患者：7歳1か月　男児

家族歴，既往歴：特記事項なし

初診：平成26年4月4日

主訴：過剰歯を抜いてほしいとの紹介来院

現症：初診日の口腔内診査では，上顎右側中切歯の口蓋

側に萌出している順生の過剰歯を認め，パノラマエック

ス線およびデンタルエックス線写真では上顎正中部に2

歯の正中埋伏過剰歯を認めた。左側の埋伏過剰歯は遠心

傾斜しており，左側過剰歯の歯冠周囲には含歯性嚢胞を

疑うエックス線透過像を認めた。

　CT撮影を行ったところ上顎左側中切歯は右側中切歯

と比較して切縁が内側に向いており，左側の埋伏過剰歯

は左側中切歯の口蓋側に位置し，中切歯を圧迫，偏位さ

せていることが明らかになった。また左側過剰歯には歯

冠を含む類円形の骨吸収像を認め，CT値は平均で20

程度であった。また病巣内には左側側切歯の歯冠も含ま

れていることが確認された。

治療方針：全身麻酔下による過剰歯抜歯。

経過：平成26年5月21日に朝日大学病院において全身

麻酔下で右側過剰歯と左側埋伏過剰歯の抜歯を行った。

左側埋伏過剰歯は病理組織学検査を行い，病理組織学的

診断は含歯性嚢胞（Dentigerous　cyst　with　a　supernumerary

tooth）であった。現在嚢胞スペースが骨に置換される

のと，永久歯の位置の改善を経過観察中である。

【考察】過剰歯の対応については，抜歯や経過観察する

場合など様々であるが，成長期にこのような嚢胞を形成

することは，単に患歯のみでなく，周囲の永久歯胚の位

置や萌出に大きな障害を与える。早期に過剰歯を発見し

経過観察を行いt適切な時期に抜歯する必要があると考

えられた。

P－5　Bite　Jumping　Applianceを使用した上顎前突治

　　　療における臨床的評価

　　（あいだ小児・矯正歯科）

　　　　會田　栄一

（ミルキーウェイデンタルクリニック）

　　　　石黒　裕茂

　　　（愛院大・歯・小児歯）

　小野　俊朗・福田　　理

【目的】上顎前突治療では，成長期に骨格的な不正を改

善させることは重要で，多くは機能的顎矯正装置が用い

られる。Bite　Jumping　Applianceii（以下BJAと略す）の

効果については以前より報告されているが，本院におけ

る症例についても改めて詳細に検討し，BJAの効果を

再確認することで，今後の上顎前突小児の咬合誘導治療

に役立てることを目的とする。

【被検者および方法】被検者は，Hellmanの歯齢皿B～皿

C期のAngle　H級1類不正咬合者で，　BJAを6か月～1

年3か月使用した9歳7か月～13歳1か月の5名（男

児3名，女児2名）とした。

　BJAは就寝時を含め1日10時間の装着を指示した。

治療前後の歯および骨格変化の評価には側面頭部エック

ス線規格写真を用いて検討した。なお，報告に際して被

検者の保護者より文書での同意を得た。

【BJA概要】ダブルプレート型の機能的顎矯正装置であ

り，上顎はガイドバーとエクスパンションスクリュー，

下顎は咬合時に上顎ガイドバーが沿う斜面板が付与さ

れ，上下とも維持装置として切歯唇側線　トライアング

ルクラスプ，アダムスクラスプを用いる。

【結果】

1．歯系評価：OverjetとOverbiteはすべての症例に減

　少が認められ，それぞれ平均で2．9mmとL2　mmの

　減少があった。Ul　toFHは平均119．2°から35°減少

　し，Interincisal　angleは平均113．2°から2．5°増加し，

　歯系における改善が認められた。

2．骨格系の評価：∠ANBはすべての症例で減少（平

　均1．4°）したが，∠SNAの減少は2例（平均O．9°），

　∠SNBの増加は4例（平均1．1°）であった。　Corpus

lengthは平均2．4㎜，　Condylar　lengthは平均2D　mm，

　Chin　growthは平均4．0・mm増大した。　Facial　axisは4

　例で開大したが平均0．2°と僅かであった。

【考察】BJAは，1日lO時間1年間という短期間でも上

顎前突の改善，特に下顎の劣成長の改善に効果的な機能

的顎矯正装置と考えられた。


	0132



